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ＪＲ西労組第 38 回中央委員会開催 

 

 

 

ＪＲ西労組は、２月７日、大阪市内で第 38 回中央委員会を開催し、当面する活動方針

を満場一致で決定した。 

冒頭、本年４月に発生から 15 年を迎える福知山線列車事故

のご被害者に対して参加者全員で黙祷を捧げた。その後、執行

部を代表して上村良成中央執行委員長（ＪＲ連合副会長）が挨

拶に立ち、この間の安全の取り組みにより安全性が向上して

いるとしつつ、「入社時期や地域によって安全意識に差が生じ

ている」というアンケート結果に触れた上で、「教訓化や風化

を防ぐ取り組みを地方ごとに一工夫しながら行うことが重

要」と訴えた。さらに、春季生活闘争にむけては「長期雇用を

前提とした安定的な成果配分の重要性を訴える」とし、グルー

プ春闘についても「ＪＲ西日本連合との連携を深め、危機感を

もって昨年以上に相乗効果を発揮できるよう全力を挙げる」と強く決意を語った。 

来賓には、近畿交運労協、交運共済西日本事業本部、明治安田生命から出席があり、Ｊ

Ｒ連合からは中村鉄平交通政策部長が参加し、それぞれの立場から激励と連帯の挨拶を

行った。 

議事では、執行部から提案された活動方針（案）に対して、14 人の中央委員・特別中

央委員から、安全の確立、春季生活闘争、民主化闘争、組織課題、政策課題、政治の取り

組み、業務課題、さらには巷で大きな問題となっている「コロナウィルス」に関する発言

などが出された。これらに対する執行部答弁及び羽野敦之書記長の総括答弁を経て、全

議案を満場一致で決定した。なお、２０２０春季生活闘争については、「ベースアップ

3,000 円を含む月例賃金総額 6,000 円以上の引き上げ」「年間臨給 5.7 箇月」とともに、

諸手当や総合生活改善等の要求を掲げて取り組むことを決定。 

委員会宣言を採択の後、上村委員長の団結ガンバローで閉会した。 

 


